
本事例では、市街地の中の砂防堰堤におけるリフレッシュ事業の一つとして、まちづくりの観点から親しみやすい水辺や緑地の整備、景観形成、生態系保全、住民要望など多様な面に配慮し、都市景観形成に資する砂防空間づくり

に主眼を置いた堰堤の改築計画となっています。

本堰堤の施設デザインは、砂防空間の利用に配慮すること、流水を利用し景観として演出すること、自然や都市と調和した景観とすること、経年変化に配慮することなどが求められたことから、石材を階段状に積み上げる「鎧積み」を

参考にして計画を進めました。使用素材は、六甲山系を代表する花崗岩サビ系と同質のものを使用することで、地域の景観との調和を図るとともに、経年変化によって味わいのある景観になることを期待しています。

自然環境保全については、あらゆる面においてできる限り緑化を行うことを行いました。橋梁直下部では、周辺法面から集水した雨水を、重力により灌水チューブを介して灌水しました。堰堤と水路の構造はわずかな堆砂しやすい

構造とし、水際部については緩斜面にすることで、周辺自然からの種子補給による自然回復緑が期待できるものとしています。また、植栽については、自然生態系の文脈に従いつつ周辺の自然地にある樹種を主体に構成しています。

さらに、動物の移動経路をできるだけ分断することが少なくなるよう、分断要素と考えられる大きな垂直面を減らし、できるだけ間隙が多く細かに段差のある構造としています。
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